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デル ブレードサーバ
PowerEdge Mシリーズ

運用コストを削減
Designed for Efficiency
Built to reduce total economic impact.

インテル® Xeon® プロセッサー 搭載
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なぜいま、ブレードサーバなのか？

ブレードサーバは、コストを削減し、
ビジネスを効率化するサーバとして
注目されています。

今日の IT部門やデータセンターでは、運用コスト、導入・保守・サポート費用、ファシリティ
（電力・スペース）など多くの制約に縛られ、思うような新たなIT投資をできないでいるのが
実情です。ブレードサーバは、そうしたコストに関する課題を解決すると同時に、IT管理者や
運用担当者の業務効率向上に貢献します。
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ラックマウントサーバ
総重量：約320kg
総スペース：23U
1Uサーバ×16台
ネットワークスイッチ×4台
ファイバチャネルスイッチ×2台
KVMスイッチ×1台

ブレードサーバ
総重量：約180kg
総スペース：10U
ハーフハイトブレードサーバ×16台
ネットワークスイッチ×4台
ファイバチャネルスイッチ×2台
KVMスイッチ×1台

23U

10U

7U ネットワーク、ファイバチャネルスイッチ、KVMスイッチ

冷却費用

電気費用

導入費用

ソフトウェア費用

ハードウェア費用

4,200

3,700

3,200

2,700

2,200

1,700
ラックマウントサーバ
（PowerEdge R610）

ブレードサーバ
（PowerEdge M610）

ブレード：

3,570万円

ラックマウント：

4,000万円

ファシリティ

同じ台数の1Uラックマウントサーバと比較し、トータルコストを低く
抑えることができます。

ハードウェアの物理的なメンテンス以外の、すべての管理作業を
ブラウザ上のリモート操作で完結できます。

1Uラックマウントサーバと比較し、設置スペースを約57%（最大
13U）削減、重量を約40% 軽量化することができます。

電力ケーブルやネットワークの複雑な配線を行うことなく、簡単に
サーバの追加が可能。セットアップ

円（万円）

■TCO比較（3年間）
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デルのブレードサーバが最適な理由とは？ 6
最小限の物理コンポーネントで実現できる冗長化

良い意味での「ノンインテリジェンス」なミッドプレーン（基盤）
デルのブレードサーバは、
ミッドプレーンの“シンプル”を徹底しています。

会社のため、環境のため
電気代を削減する工夫とは？ 7
過度の冷却は電力の無駄遣い

冷却効率の良いファンの自動制御
一度使った空気は使わないエアフロー設計
エナジースマート電源モジュール
動的電源供給機構（Dynamic Power Supply Engagement）

運用管理者の視点で考える
デルのブレードサーバが使いやすい訳は？ 8
ちょっとした工夫が運用負担を軽減します。

ラックの搭載位置を考えたLCDパネル
内蔵KVMにより簡単にサーバ画面を切り替え
モニタレス環境でもスムーズな運用
故障個所や指定個所が一目でわかるLED

シャーシ管理コントローラ（CMC） 10サーバ交換時のオペレーションを軽減する
FlexAddress（特許出願中）
日常の運用からトラブルシュートまで
オフィスや自宅からのアクセスを実現するiDRAC
既存のシステム管理製品との連携

デルのブレードサーバだからできる
サーバ導入、増設負担の費用を抑える方法12
Dell PAN System
システム導入コスト、高くないですか？
ハードウェアの抽象化が、導入、運用コストを抑える
直ぐに使える ～ターンキーソリューション～
ハードウェア、OSのプロビジョニング方法をシンプルに
高可用性のN+１構成も簡単に構築

ブレードの常識を超える柔軟性&拡張性で
的確な機種選定・アップグレードをサポート 14
用途指向の製品ポジショニング
サーバ統合から仮想化、クラウドビジネス、ハイレベルな
データベース処理、HPCCまで、より高度な用途を
カバーするブレードへのアップグレードが可能です。

幅広いニーズに応える製品ポジショニング

さらなる高密度化により仮想環境を強化
PowerEdge M710HD
HPCC、ファイルサーバ、バックアップ環境への拡張
PowerEdge M610x

Dell PowerEdge Mシリーズ
ラインナップ 15
Efficient Enterprise 16

ITシステムの効率化を追求した
デル ブレードサーバPowerEdge Mシリーズ
デルのブレードサーバをより詳しくご紹介
デル・ソリューション・イノベーション・センター
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こんな環境にブレードサーバはおすすめ

ラックサーバ vs. ブレードサーバ

フルハイト：2台
仮想化+
●アプリケーションサーバ群
（10台の仮想マシン）
●開発／テストサーバ群
（20台の仮想マシン）

ブレードサーバと外部ストレージによる効率的なシステム統合例

iSCSI、FCなどの外部ストレージ

これからのIT投資のポイントは、省スペース化、省電力化、ハードウェア構成のシンプル化にあります。ブレードサーバは、インフラを構成するさまざまな機器をモジュール化し、

設置空間と物理コンポーネントを削減することで、TCO削減に貢献します。

フルハイト：2台
●DBサーバ（HA構成）

ハーフハイト：6台
●Webサーバ
●N/Wエッジサーバ

ハーフハイト：2台
●ファイルサーバ（HA構成）

APP

OS

APP

OS

APP

OS

APP

OS

ブレードサーバはCPU、メモリ等のサーバリソースを

集約することを目的としています。ストレージブレード

といった製品もありますが、そのために貴重なブレード

シャーシ内のスペースを奪われることは、かえって

システム全体の統合率を損ねます。

サーバ統合にはブレードサーバ、ストレージ統合には

iSCSIやFC等の外部ストレージ。それぞれの目的を

理解し、お互いを組み合わせて集約することがもっとも

効果的な方法です。

ブレードサーバの目的を理解することが大切です

●乱雑してしまった物理サーバを統合したい

●6か月以内にサーバ増設を予定している

●ラック本数を減らしたい

●データセンター全体の熱量、電力費を削減したい

●サーバ増設や交換の手間を簡単にしたい

データセンターにおける電力、スペースの課題を解決。
さらに、日常のサーバ運用負担を削減することが可能です。

90%以上のケーブルを削減
（16台のサーバを冗長構成で接続した場合）

ケーブル本数比較

ブレードサーバ

6本

8本

4本

0本

18本

ラックサーバ

46本

88本

36本

 16本

186本

電源

ネットワーク

FCケーブル

KVM

合計
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アイドル時の電力測定
デルのブレードサーバのアイドル時

の総電力は、A社 ブレードサーバよ

り63.6％低く、B社のブレードサー

バより24.1％低いという結果を得

られました。

省電力とワット性能比を追求

ベンチマーク結果が示す
デルの優位。
電力効率の高さで
選ぶなら、
デルのブレードサーバが
一番です。

最新ベンチマークでデルの実力を証明（2010年8月実施）

デルのサーバ性能分析チームは、SPECpower_ssj2008業界標準ベンチマークを用いて、デル、A社、B社の

3社のブレードサーバについて、消費電力ならびにワット性能比の比較調査を実施しました。その結果、デルの

ブレードサーバ&エンクロージャは、省電力とワット性能比のいずれにおいても他社を大きく引き離しました。

●ベンチマーク実施システム
デル：Dell M1000eエンクロージャに16台のM610ブレードサーバを満載
A社：エンクロージャに14台のブレードサーバを満載
B社：エンクロージャに16台のブレードサーバを満載

※エンクロージャを含めた各社のブレードサーバは、同一のプロセッサー、同容量のメモリ、ドライブを選ぶなど、可能な限り同等条件の構成のもとで比較調査
を実施しています。

エンタープライズクラス
ブレードサーバ&エンクロージャの
電力効率比較で他社サーバを圧倒

各ワークロードインターバルでの平均消費電力
ワークロードの実行中、ターゲット

ロード（目標負荷）を100％から10

％まで、10％刻みで下げていき、そ

の各インターバルで測定した平均

ワット数を測定。デルのブレード

サーバは、SPECpower_ssj2008

のすべてのターゲットロードレベル

において、A社ならびにB社のブ

レードサーバより消費電力を抑えて

います。

利用率100%のときの電力測定
デルのブレードサーバのフル稼働

時（利用率100％）の総電力は、B

社のブレードサーバより11.5％低

く、A社のブレードサーバより1.6％

低いという結果を得られました。

ブレードサーバ間の相対比較
デルのブレードサーバは、3社中で

最高のSPECpower_ssj2008結

果を達成。デルのブレードサーバの

総ワット性能比（2,530 ssj_ops/

watt）は、A社のブレードサーバの

結果（2,068 ssj_ops/watt）を

22％、B社のブレードサーバの結果

（2,197 ssj_ops/watt）を15％

それぞれ上回っています。

ワークロード パーセンタイル

利
用
率

10
0

%
時
の

平
均
ワ
ッ
ト
数

デル 16ブレード
ソリューション

B社 16ブレード
ソリューション

A社 14ブレード
ソリューション

5,500

4,800

4,600

4,400

4,200

4,000

4,372

4,940

4,444

デルブレードソリューション

B社ブレードソリューション A社ブレードソリューション

■ブレードソリューションの相対比較／消費電力、ワット性能比、性能
1.80
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平均電力
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アイドル時の電力
（低い方が優れる）

SPECpower_
ssj2008スコア
（高い方が優れる）

利用率100%時の
ssj_ops

（高い方が優れる）

デ
ル
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1
と
し
た
相
対
値

1.00
1.13

1.02 1.00

1.24

1.64

1.00
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1.00 1.00
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■SPECpower_ssj2008／アクティブアイドル時の平均ワット数（低い方が優れる）

■SPECpower_ssj2008／100%ワークロード時の平均ワット数（低い方が優れる）

■SPECpower_ssj2008／ワークロードパーセンタイル別の平均電力
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B社 16ブレード
ソリューション

A社 14ブレード
ソリューション

1,288
1,598

2,107
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デル PowerEdge M1000eブレードサーバ

最小限の梱包材でお届け
ブレードサーバは非常に多くのコンポーネントで

構成されるため、梱包の数も膨らみがちです。

デルは、ビルトインオーダーによりお客様のブレード

サーバを工場で組み立て、最小限の梱包材でお届

けします。導入時のお客様の手間を省くとともに、

無駄な廃材を極力少なくすることで環境保護にも

配慮しています。

あらゆるコンポーネントを
モジュール化して集約。
10Uのラックスペースで
システムの主要部を完結し、
お客様の投資を
長期にわたって
保護します。

10U（約45cm）サイズのシャーシに最大 16枚の

サーバ・モジュールを実装可能。最大32CPU（256

コア※）のリソースを集約することができます。

※インテル® Xeon® プロセッサーL7555を搭載した場合

●2ソケットまたは4ソケット、ハーフまたはフルハイト

など、タイプや世代の異なるサーバ・モジュールを

同一のシャーシに混在して実装できます。

●最低でも2013年初頭（2008年1月の販売開始時

より5年間）まで設計変更を行いません。“これから”

登場する次世代サーバ・モジュールも、“今ある”

シャーシにそのまま搭載できます。

デルならではのメリット

将来的に10Gbitアップリンクポートが必要になった

場合でも、既存のスイッチをそのまま利用し、必要な

モジュールを追加するだけの低コストの対応が可能

です。

環境にあった I/Oモジュールを冗長構成で搭載
（最大6台）

・ハーフハイト型（1スロット）
・最大2CPU/メモリ192GB
・搭載枚数：最大16台
（1シャーシあたり）M1000eシャーシ

どのスロットにも搭載可能

・フルハイト型（2スロット）
・最大4CPU/メモリ512GB
・搭載枚数：最大8台
（1シャーシあたり）

48Gb
スタッキングモジュール

10GbオプティカルSFP+/XFP
（SR/LR）アップリンク

10Gb銅製
CX-4アップリンク

10GBASE-T
銅製アップリンク

デルのブレードA社のブレード

低コスト高機能デルL3対応スイッチM6220の場合

ラック本数を大幅に削減
最大32CPU、256コアを10Uのスペースに集約

投資対効果が高い

デル ブレードサーバの特徴とは？

10U

デル PowerEdge M1000eブレードサーバ用I/Oモジュール ～Flex I/O～
ネットワーク、ファイバーチャネル、インフィニバンドなど、お客様の環境とニーズにあったI/Oモジュールを冗長

構成（最大6台）により搭載できます。
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良い意味での「ノンインテリジェンス」なミッドプレーン（基盤）

ミッドプレーンにインテリジェンスなチップを採用し、高機能をアピールしているブレードサーバもありますが、

逆に障害発生率を高め、ブレードシステム全体に影響を及ぼすケースが少なくありません。これではまさに本末

転倒です。

最小限の物理コンポーネントで実現できる冗長化

デルのブレードサーバは、
冗長化を確保しながら、
障害ポイントになりやすい
物理コンポーネント数を
最小限に抑えることで、
システムの信頼性と運用性
の両方を向上します。

デルのブレードサーバは、
ミッドプレーンの“シンプル”を徹底しています。
●ミッドプレーンには、あえてチップやコンデンサ類のアクティブコンポーネントは搭載せず、障害が起きにくい

設計を追求しています。

●ミッドプレーンの接続口はすべてメス型に統一。サーバの抜き

差しによって、万が一ピンが破損した場合でも、被害を最小限

に抑えます。

ピンが破損しても
コンポーネント（サーバ I/Oモジュール）側
で済む。

M1000eミッドプレーン

管理コントローラ

I/Oモジュール

サーバ
ミッドプレーン（接続基盤）

前面 背面

I/Oモジュール

ファン

電源装置

障害ポイントになりやすい物理コンポーネントを冗長化することは、システムを安定稼働するためには重要です。

しかし、必要以上に物理コンポーネントを多く採用することは、かえって障害率を高め、そのための管理、保守を

複雑にします。

▲冗長化およびホットプラグに対応した物理コンポーネント

冗長性を確保した上で、
物理コンポーネント数を90%削減

点数
250

200

150

100

50

0

ケーブル

ファン

電源

PowerEdge R610
×16台

PowerEdge M610
×16台

ケーブル

電源装置

ファン

合計

ラックサーバ
（R610x 16台）

128本

32個

96個

256個

ブレードサーバ

6本

6個

9個

21個

デルのブレードサーバは冗長性を確保しながら、障害ポイントになりやすい物理コンポーネントを最小限に抑え、

万が一の障害時においても、モジュール化していることにより、サーバには影響せず、故障個所だけをホットプラグ

で交換することが可能になります。

信頼性を考えたとき

デルのブレードサーバが最適な理由とは？
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冷却効率の良いファンの自動制御

多くの空気の流れを作り出すために、大きめのファンを採用し、さらに部分冷却（ゾーン冷却）を可能にしたこと

で冷却電力を抑えることができます。

過度の冷却は電力の無駄遣い

シャーシの
管理コントローラが、
サーバ内部のセンサーで
温度を感知し、
冷却ファンごとの回転を
最適に制御。
無駄な電力消費を省き、
ファンの劣化を軽減します。

動的電源供給機構（Dynamic Power Supply Engagement）
パワーグリッドA パワーグリッドB

（冗長電源）

電源の負荷状態DPSE有効化

80PLUS最高峰 プラチナ認定 電源モジュール

一度使った空気は使わないエアフロー設計

熱を発生しやすいサーバ部分、I/Oモジュール部分、電源部分を別々の経路に分けたエアフロー設計により、冷却

効果を高めています。

96

92

88

84

80

76

72

68

64
10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

Dell PowerEdge M1000e

他社ブレード

Dell PowerEdge 1955（旧ブレード）

サーバ・モジュールの動作枚数が少な

い場合、自動で電源モジュールをスタン

バイ状態に切り替え、余分な電力消費

を抑えます。

●いったん排出された空気が、ふたたびサーバ内部に還流しないように工夫

することで冷却効果を高め、ファンの回転（冷却電力）を抑えます。

吸気口（前面）

それぞれの冷却経路（M1000e側面）

I/Oモジュール用

サーバ用

電源装置用

高温

低温

高回転
低回転

会社のため、環境のため

電気代を削減する工夫とは？

アイドル状態でも80%以上のAC/DC変換効率を実現

A
C

/D
C
変
換
効
率
（

%
）

電力負荷（%）

優れた電力効率を実現できる電気機器に与え

られる80PLUS認証において、最高レベル

のプラチナを取得した電源モジュールを採用

80PLUS
プラチナ取得

AC/DC
変換効率を

最大

94％ にアッ
プ
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運用管理者の視点で考える

デルのブレードサーバが使いやすい訳は？

サーバ運用の中で
日常作業の煩わしさを
知り尽くしたデルが、
IT管理者、運用者の負担を
軽減します。

ラックの搭載位置を考えたLCDパネル
目の前にあるブレードサーバの状態を、素早く判断できるLCDパネル。ラックの搭載位置も考え、180°回転かつ

収納できるパネルを採用しております。

内蔵KVMにより簡単にサーバ画面を切り替え
サーバの画面を一つのモニタで切り替えられるKVM（keyboard Video Mouse)切替え機。内蔵タイプで

あるため、面倒なケーブリングがなくなり、普段のオペレーションが簡単になります。

ラックの搭載位置（上・中・下）
に応じて180°回転かつ収納可能

内蔵KVM

「Print Screen」キーで簡単切り替え

ちょっとした工夫が運用負担を軽減します。
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モニタレス環境でもスムーズな運用

シャーシのフロントにもVGAコネクタを装備しており、一時的なモニタ接続が可能です。

●セキュリティ確保のためにローカルコンソールを無効にすることも可能です。

故障個所や指定個所が一目でわかるLED
各コンポーネントにもLEDを装備しており、故障時やリモートからの指示の際に、物理的な位置を確実に把握する

ことができます。メンテナンスの迅速化、人為的ミスの防止に役立ちます。

前面にもVGAコネクタを装備

Slot 15のサーバブレードを交換指示

サーバ保守・運用者
（データセンター）

②交換指示された箇所を目視後、交換作業

①ブラウザからLED点滅箇所を選択

システム管理者
（オフィス）
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シャーシ管理コントローラ（CMC）
サーバ・モジュールからI/Oモジュール、電源モジュールにいたるまで、CMCがすべてのハードウェアを監視し、

シャーシ全体のステータス確認と制御を実現します。

●部門やサービス単位で管理を行いたい場合にも、サーバ・モジュールごとの電源制御や管理コントローラへの

独立した制御が可能。さらに、アクセス制御やVLANを組み合わせることで、管理外のサーバ・モジュールに

影響を及ぼさない安全な管理が可能です。

●一人で管理するか、複数で管理するか、お客様のIT部門の組織体制や環境にあった管理方法を選択いただけます。

サーバ交換時のオペレーションを軽減するFlexAddress Plus
サーバの物理アドレスで管理が必要な環境（FCストレージやMACアドレスVLAN）

では、サーバの交換、増設の毎に、それぞれの変更作業が必要になります。一般的に

ブレードサーバでは、仮想的なアドレスを用いることで、これらの煩わしさを無くすことが

可能ですが、専用スイッチで実現しているケースが多く、高額かつ柔軟性に乏しくなる

（特定のスイッチでしか利用できない）欠点があります。

デルはこの機能を１枚のSDカードで実現することで他社に比較し、シンプルかつ低価格

でご提供することが可能です。

ブレードサーバを司る機能

●サーバ、スイッチの電源制御、設定

●各コンポーネントの自動監視・通知

●消費電力計測、電力制限

●ファン、電源の動的制御

●ログ表示、ログ転送

●各サーバコンソールリダイレクション

●ハードウェアIDの固定設定

●ファームウェア一括アップデート

●ネットワーク・セキュリティ設定

●トラブルシューティング
（F/Wリセット、ロールバック）

運用管理者の視点で考える

デルのブレードサーバが使いやすい訳は？

シャーシ管理コントローラ CMC
（Active・Standby）

▲CMCのコンソールへはリモートからブラウザアクセス、簡単操作（CMC3.0）

シャーシ管理
コントローラ（CMC）を
ブレードサーバの
司令塔として、
インフラ全体の一元的な
運用管理を実現します。
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日常の運用からトラブルシュートまでオフィスや自宅からのアクセスを実現する iDRAC
「トラブル発生！！」「ブルースクリーンで止まってしまった。」「電源の入れなおし」このようなとき、リモートデスクトップだけでは対応ができないため、残念ながら遠いデータ

センターに足を運ばなくてはなりません。デルのPowerEdgeサーバシリーズにはそんなときも柔軟にリモートから対応できるリモートコントローラ（iDRAC： Integrated

Dell Remote Access Controller）を用意。デルのブレードサーバは、このリモートコントローラを各サーバ・モジュール毎に標準装備（ライセンスキー等は一切不要）

されています。

既存のシステム管理製品との連携

デルのサーバ管理ソフト（IT Assistant、Dell Management Console）やSystemCenter

などのシステム管理製品との連携をすることで、さらに統括的な管理を実現することも可能です。

VPN接続されたデータセンター

自宅に居ながらすべての
オペレーションが実現

仮想メディアを使えば、システムセットアップもご自宅から

①DVDメディア、ISOイメージの指定

Dell Management Console

IT Assistant

Microsoft System Center（Ops Mgr）

自宅

③あとはコンソールリダイレクションを用いてリモートからセットアップ

②仮想メディアから起動

ネットワーク

●WindowsのリモートデスクトップやSSH、Telnet

では対応できない、サーバ・モジュールの電源 ON/
OFF、コンソールリダイレクション、仮想メディアからの
セットアップ操作まで、リモートによるオペレーション

をサポートします。

データセンター

VPN

電源ONした状態から
サーバへリモート操作が
可能です。
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デルのブレードサーバだからできるサーバ導入、増設負担の費用を抑える方法

Dell PAN System

物理サーバも
仮想化サーバと同様に
ハードウェアリソースを
抽象化。
一つのGUI画面から
簡単に物理サーバの
プロビジョニングが
可能になります。

システム導入コスト、高くないですか？

サーバ仮想化によるサーバ統合が進む中、ミッションクリティカルな業務アプリケーションやトランザクションが多い

データベースサーバなど、データセンタには仮想化ができないシステムが混在しています。従来の運用では、

物理サーバのセットアップには、サーバを追加する毎にストレージやネットワークの専門的な設定を必要とし、

そのたびに高い導入費用をベンダーに支払ってきました。

ハードウェアの抽象化が、導入、運用コストを抑える

この問題をクリアするためには、サーバ、ストレージ、ネットワークのハードウェアリソースを抽象化し、仮想サーバ

ソフトウェアと同じように、物理サーバ環境も、GUI操作のソフトウェアで準備できるようにすることで、日々の

運用負担やベンダーへの支払いコストを大幅に抑えることが可能です。

直ぐに使える ～ターンキーソリューション～

Dell PAN Systemは、米イージェネラ社のリソース管理ソフト「PAN  Manager™」をデル ブレードサーバに

搭載し、導入サービス、サポートサービスも標準にてパッケージ化しました。

※PAN：Processing Area Network

従来、専用サーバでしか利用できなかった米イージェネラ社の

リソース管理ソフトウェア「PAN Manager」をデルのブレード

サーバでも実現。

PAN Manager™ コンソール



13

稼働
サーバ

稼働
サーバ

予備
サーバ

自動切替え

高可用性のN+１構成も簡単に構築
稼働サーバにハードウェア障害やOS障害が起こった場合、N+1構成による予備サーバへの自動切替えを行い、

迅速な障害復旧を図ります。しかも、PAN Managerの管理画面から対象サーバを指定するだけの簡単な

オペレーションで設定および利用が可能です。

ハードウェア、OSのプロビジョニング方法をシンプルに
ブラウザから管理コンソールにアクセスし、必要なハードウェアリソースをアサインしてOSイメージを展開する

だけ。仮想化サーバと同様のリソース管理手順で物理サーバのプロビジョニングが可能となります。

ソフトウェアから物理環境のセットアップができる。まさに仮想サーバ
ソフトウェアと同じようなリソース管理を実現（PAN Manager v 5.3）

Before

OS障害にも対応

サーバ増設、再構成する
たびに複雑な作業が必要

After

物理サーバ
（CPU、メモリ）

ストレージ
（ハードディスク、
HBA、FCスイッチ）

ネットワーク
（NIC、

ネットワークスイッチ)

フェイルオーバ設定

DVD、CD、イメージ

OS展開、起動

HA構成の設定は、GUIからサーバを指定するだけ。
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仮想環境を強化した
ハーフハイトブレード、
GPGPUやFusion-IO
にも対応可能な
フルハイトブレードの
新ソリューションを
提案します。

さらなる高密度化により仮想環境を強化
PowerEdge M710HD
ネットワーク
より多くのNICを必要とする仮想環境に対応し、オンボードの1Gbps NICを4ポート（M610と比較して＋2

ポート）搭載。さらに、最大12ポートまで拡張可能です。将来的にオンボードNICを取り外し、10Gbps、SR-IOV、

NIC partitioning、FCoEに対応したカードに交換することも可能。

業界初 冗長構成に対応したSDカード採用（組込型ハイパーバイザー用途）
ハイパーバイザー用SDカード（VMware ESXi）をデュアルで内蔵。片側のSDカードへアクセスできない状態

でも、他方のSDカードに設定情報を引継いで起動できます。

サーバ統合から仮想化、クラウドビジネス、
ハイレベルなデータベース処理、HPCまで、
より高度な用途をカバーするブレードへのアップグレードが可能です。

スタンダードモデル
PowerEdge M610
必要十分なリソースと
高いワット性能比を備え、
広範な業務ニーズに対応する最も標準的な
ハーフハイトブレードサーバです。

HPC、ファイルサーバ、バックアップ環境への拡張
PowerEdge M610x
拡張フルレングスPCIeスロット
デュアルスロットカード（最大300W）を1枚またはシングルスロットカード（最大250W）を2枚まで実装する

ことができ、GPGPUやFusion-IOなどの最先端技術を搭載可能。また、テープ装置や外部ストレージのDAS接続

も可能となり、バックアップサーバをブレードシャーシに収納することができます。

PowerEdge M610xの利用方法
これまでのブレードサーバで実現できなかった用途において、サーバ設置面積の削減や管理の統合を実現します。

I/O増強
PowerEdge M710

幅広いニーズに応える
製品ポジショニング

M610x
x16 Gen2 PCIeスロット

SAS6e HBAs

SAS6e HBA

Fusion-IOドライブ

PowerVault TL4000
LTO5ドライブ×4

PowerVault TL2000

データベース

テープへの
バックアップ

D2D2Tの
バックアップ

高速かつ省電力な
HPC

データベースの
高速化

PowerVault MDシリーズ

GPU
1 or 2

PERC6E

CPU、メモリ増強
PowerEdge M910

仮想環境を強化
PowerEdge M710HD

PCIeスロット増設
PowerEdge M610x

N E W

N E W

N E W

N E W

ブレードの常識を超える柔軟性&拡張性で的確な機種選定・アップグレードをサポート

用途指向の製品ポジショニング

PCIeカード×2 メザニンカード×2

メザニンインターフェースカード
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Dell PowerEdge
Mシリーズ ラインナップ
ハーフハイト2ソケットからフルハイト4ソケットまで、幅広いラインナップから用途に応じたブレードサーバを選択していただけます。

タイプの異なるDell PowerEdge Mシリーズサーバを、1台のシャーシ内で統合（混在）して運用することも可能です。

I/Oモジュールオプション

Cisco
3032
3130G
3130X

Ethernet：GbE ファイバチャネル InfiniBand

M2401G
DDR
InfiniBand

M3601Q
QDR
InfiniBand

FC4
パススルー

FC8
M5424

M8024 10GbE
パススルー

M63481GbE
パススルー

M6220

Ethernet：10GbE

●フォームファクター：10Uのモジュール型エンクロージャに最大16台のハーフハイトブレードサーバを格納
●電源装置：最大6基の電源装置（ホットプラグ対応）、200V対応冗長電源は、3+3（ACの冗長）、3+1（電源装置の冗長）、または3+0（非冗長）モードをサポートします
●冷却ファン：9つのホットプラグ対応冗長ファンモジュールを標準装備
● I/Oモジュール：ネットワーク、ファイバチャネル、Infiniband、様々な構成に応じて最大6つの I/Oモジュールを搭載可能
●管理モジュール：1基（標準）または2基（冗長）のシャーシ管理コントローラ（CMC）、iKVMスイッチ（オプション）

モジュール型ブレードエンクロージャ

PowerEdge M1000e

「エナジースマート」テクノロジーによる優れたエネルギー効率、コンポーネントのアップグレード性、導入と管理のシンプル化などを追求。データセンター

環境での柔軟な拡張・アップグレードが求められるブレードサーバの要件を満たすシャーシです。

PowerEdgeブレードサーバ

インテル® Xeon® プロセッサー 7500番台を採用した4ソケットのフルハイトブレードサーバ。デルのFlexMem Bridge Technology（特許
申請中）により、2ソケット構成と4ソケット構成のいずれの場合でも、DDR3メモリを4GBから最大512GBまでシームレスに拡張できます。

インテル® Xeon® プロセッサー 5600番台を採用。
フォームファクターをハーフハイトからフルハイトに

拡張したことにより、仮想化やデータベースのパフォー

マンスに不可欠なメモリ容量を大幅に増強。18基の

DIMMスロットによって、最大144GB※までの増設が
可能です。
※1枚あたりのメモリ容量が16GBの場合は、最大12基、192GB
までの搭載が可能です。

PowerEdge M610

PowerEdge M710

PowerEdge M610x

PowerEdge M710HD

PowerEdge M910

インテル® Xeon® プロセッサー 5600番台を採用
したハーフハイトブレードサーバ。仮想化やデータ

ベースのパフォーマンスに不可欠なメモリの容量を、

前世代のDell PowerEdge M600に比べて3倍、
最大192GBまで増強しています。

●フォームファクター：フルハイト●プロセッサー：インテル® Xeon® プロセッサー 7500番台（4コア、6コア、または8コア）、またはインテル® Xeon® プロセッサー 6500番台（4コア、6
コア、または8コア）●CPUソケット：4●チップセット：インテル® 7500●DIMMスロット：32●最大メモリ容量：512GB（DDR3 16G×32）●最大内蔵ストレージ容量：500GB×2=1TB SAS
●RAIDコントローラ：PERC H200、PERC H700（RAID 0/1）●拡張PCIeスロット（メザニンスロット）：4●オンボードギガビットNICポート：4

●フォームファクター：フルハイト●プロセッサー：インテル® Xeon® プロセッサー 5600番台（4コア、6コア）、また
はインテル® Xeon® プロセッサー 5500番台（2コア、4コア）●CPUソケット：2●チップセット：インテル® 5520●
DIMMスロット：18●最大メモリ容量：144GB（DDR3 8G×18）、192GB（DDR3 16G×12）●最大内蔵ストレー
ジ容量：500GB×4=2TB SAS●RAIDコントローラ：PERC H700、PERC 6/i、CERC 6/i（RAID 0/1/5/10）、PERC
H200、SAS 6/iR（RAID 0/1）●拡張PCIeスロット（メザニンスロット）：4●オンボードギガビットNICポート：4

●フォームファクター：ハーフハイト●プロセッサー：インテル® Xeon® プロセッサー 5600番台（4コア、6コア）、ま
たはインテル® Xeon® プロセッサー 5500番台（2コア、4コア）●CPUソケット：2●チップセット：インテル® 5520
●DIMMスロット：12●最大メモリ容量：192GB（DDR3 16G×12）●最大内蔵ストレージ容量：500GB×2=1TB
SAS●RAIDコントローラ：PERC H700、PERC 6/i、CERC 6/i、PERC H200、SAS 6/iR（RAID 0/1）●拡張PCIe
スロット（メザニンスロット）：2●オンボードギガビットNICポート：2

●フォームファクター：フルハイト●プロセッサー：インテル® Xeon® プロセッサー 5600番台（4コア、6コア）、また
はインテル® Xeon® プロセッサー 5500番台（2コア、4コア）●CPUソケット：2●チップセット：インテル5520●
DIMMスロット：18●最大メモリ容量：192GB（RDIMM使用）●最大内蔵ストレージ容量：500GB×2=1TB SAS●
RAIDコントローラ：PERC H200内蔵SASコントローラ（6Gb/s）●拡張PCIeスロット：4（メザニンスロット2、フルレ
ングス2）●オンボードギガビットNICポート：2

十分な電力供給機能と冷却機能を備えることにより、

フルレングスのx16 PCIe Gen2スロットを2基装備。
充実したPCIe拡張オプションとインテリジェントな
シャーシ管理コントローラにより、効率的なアプリケー

ションの実行、データセンターコンポーネントの統合、

およびデータ管理のシンプル化を実現できます。

優れた I/Oスループットおよび最高レベルのメモリ
密度、インテル® Xeon® プロセッサー 5600番台の
確かなパワーをハーフハイトのフォームファクターに

凝縮した超高密度ブレードサーバ。データセンターの

仮想化に最適なソリューションを提供します。また、

デルのブレードサーバとして初めてネットワーク

ドーターカード（NDC）を搭載し、柔軟かつ堅牢な

I/Oの導入をサポートします。

●フォームファクター：ハーフハイト●プロセッサー：インテル® Xeon® プロセッサー 5600番台（4コア、6コア）、ま
たはインテル® Xeon® プロセッサー 5500番台（2コア、4コア）●CPUソケット：2●チップセット：インテル5520●
DIMMスロット：18●最大メモリ容量：192GB（RDIMM使用）●最大内蔵ストレージ容量：600GB×2=1.2TB SAS
●RAIDコントローラ：PERC H200内蔵SASコントローラ（6Gb/s）●拡張PCIeスロット（メザニンスロット）：2●
オンボードギガビットNICポート：4
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●HDD（ハードディスクドライブ）の容量は実際に使用する場合、使用環境により表記容量と異なります。●本カタログに使用されている製品写真は、出荷時のものと一部異なる場合があります。●製品写真の大きさは同比率ではありません。製品の実際の色は、印刷の関係で
異なる場合があります。●構成や仕様により、提供に制限がある場合があります。詳細は弊社営業にお問い合わせください。●PowerEdge、EqualLogic、PowerVault、OpenManage、DELLロゴは、米国Dell Inc.の商標または登録商標です。●インテル、インテルロゴ、
Intel Inside、Intel Insideロゴ、Xeon、Xeon Insideは、米国およびその他の国におけるIntel Corporationの商標です。●Microsoft、Windows、Windows Serverは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。●その他
の社名及び製品名は各社の商標または登録商標です。●仕様は2010年10月19日現在のものであり、記載されている内容、外観（モニタ含む）及び仕様は予告なく変更される場合があります。最新の仕様および価格については、弊社営業またはホームページにてご確認下さい。

Dell.com/PowerEdgeでプラットフォームをスマートに

デルのブレードサーバをより詳しくご紹介

デル・ソリューション・イノベーション・センター

●都営三田線・浅草線三田駅徒歩4分
●JR線田町駅徒歩6分
●都営浅草線・京浜急行線泉岳寺駅徒歩6分

デル株式会社
東日本支社

デルソリューション・イノベーション・センターでは、お客様にもっとデルを

身近に知っていただくため、さまざまなソリューションサービスやプロ

ダクトについて、セミナーやデモンストレーション、その他、実機検証や

トレーニングなどを実施しています。

ブレードサーバやDell PAN Systemをはじめ、仮想化、ストレージ、ネット

ワーク、システム管理など各種デモメニューを揃えています。ご検討の

際にぜひ、ご活用ください。

厳しい経済環境の中で自社の競争力を高めるため

には、ITの戦略的活用が不可欠です。そうした中で

デルは、管理効率やエネルギー効率の向上、省

スペース化を実現するシンプルな構造のブレード

サーバPowerEdge Mシリーズを提供。「会社」、

「IT管理者」、「環境」の3つの視点からお客様の

抱える課題の解決にアプローチし、運用コスト

（ランニングコスト）の大幅な削減に貢献します。

Efficient Enterprise
ITシステムの効率化を追求した
デル ブレードサーバ
PowerEdge Mシリーズ

デル株式会社 東日本支社
デル・ソリューション・イノベーション・センター
〒106-6326 東京都港区三田3-5-27 住友不動産三田ツインビル西館9階

デルのブレードサーバPowerEdge Mシリーズは、
インテル® Xeon® プロセッサー 7500番台および5600番台に対応しています。

インテル® Xeon® プロセッサー 7500番台
●既存のインテル® Xeon® プロセッサー搭載サーバの更新
スマートかつ拡張性の高いインテル® Xeon® プロセッサー 7500番台を搭載したサーバを導入すれば、性能、効率、信頼性が飛躍的に向上します。
●RISCプロセッサー搭載サーバからの移行
ミッションクリティカル・アプリケーションを自信を持って稼動できますか？スマートかつ拡張性の高いインテル® Xeon® プロセッサー 7500番台を搭

載したサーバに移行すれば、性能と信頼性が飛躍的に向上します。

インテル® Xeon® プロセッサー 5600番台

インテル® Xeon® プロセッサー 5600番台は、アプリケーションの要求に応じて自動的に消費電力を調整し、スマートにサーバのパフォーマンス

を制御するため、電力効率と性能がいずれも最大限に向上します。


